
甘くておいしい
勝央の桃！

8
月号

令和７年（2025）

No.839
Shoo town

しょうおう
広報

心豊かに安心して暮らせる自然と文化のまち“元気な勝央”

https://www.town.shoo.lg.jp/

CONTENTS
イベント案内・募集など…………………２～４
集団けんしんのお知らせ…………………11
下水道を正しく使いましょう……………15
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

町の情報は
公式SNSも
チェック！

しょうおうナビinstagram

勝央町桃部会による桃の贈呈式（関連記事６ページ）



第44回勝央町金時祭

「ふるさと屋台村・特産品村」出店団体募集！
■申■込■み・■問　産業建設部　☎38-3112　538-3120

　第44回勝央町金時祭を10月12日㈰勝央文化

ホール・図書館周辺で開催します。屋台村（飲食

物の提供）と特産品村（特産品の販売）の出店団

体を募集します。

　出店団体は、町内の公的な団体に限ります。な

お、申込多数の場合は、抽選で決定します。

　昨年のイベントで好評だった「金時祭プレミア

ム付き商品券」を今年も販売します！たくさんの

出店申込みをお待ちしています。

◆開催日時

　10月12日㈰　９：00～15：30

　※出店時間も同じ。

◆開催場所

　勝央文化ホール・図書館周辺

◆申込期限

　８月20日㈬　17：00必着

◆申込方法

出店申込書・計画書に必要事項をご記入のう

え、役場産業建設部へお申込みください。

※出店申込書・計画書は、役場産業建設部窓口

に設置しているほか、勝央町ホームページか

らダウンロードすることができます。

◆そ の 他

９月上旬に出店者会議を開催しますので、代表

者は必ず出席してください。

news

お知らせ

　勝央町スイーツまつり＆マルシェを、11月23日㈰おかやまファーマーズ・マーケットノースヴィレッ

ジで開催します。イベントを一緒に盛り上げてくれるマルシェコーナーの出店者を募集します。出店料

は無料です。

「勝央町スイーツまつり＆マルシェ」出店者募集！
■申■込■み・■問　産業建設部　☎38-3112　538-3120

　11月23日㈰　11：00～15：00 　出店申込書・計画書に必要事項をご記入のう

え、役場産業建設部へお申し込みください。

※出店要領及び出店申込書・計画書は、役場産業

建設部窓口に設置のほか、勝央町のホームペー

ジからダウンロードすることができます。

　おかやまファーマーズ・マーケット

ノースヴィレッジ

　８月25日㈪　17：00必着

　出店要領を必ずご確認のうえ、お申込みくださ

い。調理を伴う飲食品を販売する場合は、保健所

の営業許可が必要です。

◆　開催日時　◆ ◆　申込方法　◆

◆　開催場所　◆

◆　申込期限　◆

◆　出店要件　◆

news

お知らせ

2025.8月号 22025.8月号3



個人情報保護のため、

ホームページ上では掲載しておりません。

8020（ハチマルニイマル）運動の達成者を募集します！

勝間田保育園新園舎内覧会を開催します！

植月小学校　吉野小学校　古吉野小学校

開校150周年記念行事を開催

■問　健康福祉部　☎38-7102

■問　健康福祉部　☎38-7102

■問　勝央北小学校　☎38-2313

～80歳になっても20本以上自分の歯を保とう～

　8020（ハチマルニイマル）運動の達成者を募集します。自薦他薦を問わず下記の条件に該当する人

は健康福祉部に電話でご応募ください。

　令和７年９月から開園予定の勝央町立勝間田保育園新園舎の内覧会を開催します。一般開放する機会
は今回のみですので、ぜひ、ご参加ください。

　平成20年３月に統合し、勝央北小学校になった北部３小学校は、今年度で開校から150周年を迎えま
した。この記念すべき年に、町民の皆さまをお迎えし、記念行事を開催することになりました。日本唯
一といわれる四角い形の土俵での角力(すもう)大会や貴重な木造建築の校舎見学、学校の歴史を振り返
るパネル・写真展など盛りだくさんの内容です。
　３校の卒業生の皆さまだけでなく、広く町民の皆さまも、この機会にどうぞご来校ください。
　行事の詳細は、９月号折込チラシでご案内します。
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　次の①～③すべてに当てはまる人です。

①勝央町内にお住まいで80歳以上の人。または、

令和８年３月31日までに80歳を迎える人。

②自分の歯が20本以上（根っこだけの歯、親知

らずは含まない）ある人。

③過去に8020達成者表彰を受けたことがない人。

　８月17日㈰　13：00～15：00
　勝間田保育園　新園舎（勝央町岡1280番地１）
※申込みは不要です。

　８月15日㈮まで

　新園舎に駐車場はありますが、台数に限りがあ
ります。
※満車の場合は現勝間田保育園グラウンドまたは

勝間田高校に駐車してください。

　上履き（スリッパなど）・下足袋

◆　達成者の条件　◆

◆　日時・場所　◆

◆　締切日　◆

◆　駐車場所　◆

◆　持参品　◆

　日　時　９月26日㈮　９：00～
　場　所　勝央北小学校角土俵

　日　時　９月26日㈮　９：30～16：00
　　　　　９月27日㈯　９：00～11：30
　場　所　勝央北小学校体育館

　日　時　９月26日㈮　13：30～16：00
　　　　　９月27日㈯　９：00～11：30
　場　所　勝央北小学校校舎

◆　開校150周年記念角力大会　◆

◆　パネル・写真展　◆

◆　校舎見学　◆

▲昨年の角力大会のようす
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満１歳になるお子さんです。

笑 顔

１歳のお誕生日

　　　　おめでとう♪

　元気に大きくなってね！



　７月６日、岡山市の岡山県消防学校を会場に第
71回岡山県消防操法大会が開催され、自動車ポ
ンプ操法の部に勝田郡の代表として、第１分団（植
月）が初出場しました。
　昨年は、町の操法訓練大会で優勝し、郡大会へ
出場したものの奈義町消防団の代表に敗れ、県大
会への出場を逃していました。
　念願の初出場を果たした今大会では、惜しくも
入賞とはなりませんでしたが、日頃の訓練の成果
を発揮し、応援に駆け付けた人からは大きな歓声
が送られました。
▶出場選手（敬称略）
　野々上広貴　　水島　巧太　　植月　滉太
　神田　昌洋　　西元　浩雅　　竹久　大和

　７月10日、勝央町桃部会から町内保育園の５
歳児92人に桃が贈呈されました。このイベント
は部会が町内の子どもたちに、地元特産品のおい
しい桃に親しんで欲しいとの想いから３年連続で
行われたものです。
　当日は、部会メンバーが町内保育園を代表して
古吉野保育園を訪れ、贈呈式が行われました。贈
呈する桃は、まもなく収穫の最盛期を迎える「白

はく

鳳
ほう

」という品種で、試食した子どもたちからは「す
ごく甘くておいしい」との声が聞かれました。
　贈呈を行った部会長の飯村文章さん（美野）は
「今年も非常に暑くなったが栽培方法に工夫しな
がら美味しい桃に仕上がった。多くの人に味わっ
てもらいたい」と話されました。

　長年、勝央町の教育振興にご尽力されたとし
て、元勝央町教育委員の水杉友行さん（石生）が、
全国市町村教育委員会連合会功労者賞を受賞され
ました。
　水杉さんは平成28年10月１日に勝央町教育委
員に就任され、令和６年９月30日までの８年間
にわたりご活躍されました。地域の特色を理解し
た豊富な経験と見識をもとに、地域に根差した教
育を目指し、子どもたちの健やかな成長と勝央町
のより良い学校教育の実現に多大な貢献をされま
した。

　総合保健福
祉センターを
会場に７月５
日、「 と ま ご
うゆきえ講演
会」が行われ
ました。とま
ごう氏は、重
度知的障害を
伴う自閉症児と健常児を育てながら、家族の日常
をインスタグラムで発信しています。インスタグ
ラムのフォロワー数は、19万人を超え、多くの
自閉症児を持つ保護者らに勇気を与えています。
　講演では、発達の個性に寄り添う具体的な接し
方や、家庭での工夫、学校や地域との連携の重要
性を紹介。笑いを交えての講演に町内外から６月
21日の第１回と合わせて約200人が訪れ、熱心
に耳を傾けていました。
　参加者からは「具体的な内容で分かりやすく励
まされた」と前向きな声が聞かれました。

勝田郡の代表として 地元の美味しい桃味わって

長年の功績に感謝自閉症児との日常を楽しく伝える

第71回岡山県消防操法大会 町桃部会から保育園へ桃贈呈式

全国市町村教育委員会連合会表彰勝央町子ども読書活動計画事業
とまごうゆきえ講演会を開催

▲第１分団による自動車ポンプ操法 ▲園児に桃を手渡す飯村部会長

▲受賞された水杉さん（左）▲派手な登場で会場を沸かすとまごうさん

　植月中の國政髙子さんが７月７日、100歳の誕
生日を迎えられ、町からお祝いが贈られました。
　大正14年、３人きょうだいの末っ子として加
茂町（現在の津山市）で生まれ、26歳で結婚し
てから勝央町へ移り住みました。その後、２女に
恵まれ、林業試験場への勤務や家の農業などにも
汗を流し、家計を支えられました。70代の頃に
ご主人を亡くされた後もご本人は大きな病気もせ
ず、数年前まで畑仕事もされていたそうです。
　現在も自宅で生活を送られ、小学校に通うひ孫
さんとの会話が何よりの楽しみだそうです。
　長寿の秘訣を「若いころからよく働いていたこ
と」と話されていました。
　７月７日現在、町内の100歳以上の人は國政さ
んを含め17名（女性15名、男性２名）です。

　下水道の役割や仕組みを学ぼうと、勝央北小学
校４年生の児童34人が６月26日、勝央浄化セン
ター（小矢田）を訪れました。
　前半は沈

ちん

砂
さ

池
ち

や沈
ちん

澱
でん

池
ち

といった汚水を貯めた
り、微生物の力で水を浄化したりする施設を見
学。町全体の下水道管を全て繋げるとおおよそ
150㎞もの距離になることや微生物の働きによっ
て水がきれいになる仕組みを担当職員から学びま
した。
　後半には、顕微鏡を使った微生物の観察や下水
が集められて川に放流されるまでの過程などを学
びました。同施設は、集まった下水を利用してガ
スや電気を生み出すことや最後に残った汚

お

泥
でい

から
農業で活用可能な肥料を作り出す機能があること
も説明を受けました。児童らは、メモを取るなど
して熱心に学習していました。

　神奈川県川崎市で子どもの居場所づくりなどに
取り組む「認定NPO法人フリースペースたまり
ば」から理事長の西野博之さんを講師に迎えた講
演会が６月18日、勝央文化ホールで行われまし
た。勝央町と町PTA連合会が毎年開催する家庭教
育講演会として実施されたもので、町内外のおよ
そ150人が耳を傾けました。
　現在の子どもたちが置かれている状況につい
て、西野さんは「大人が、子どもに失敗させまい
と先回りすることで、子どもたちがやってみたい
ことに挑戦する機会を奪っている」と指摘。その
上で、川崎市で自身が開設に携わったフリース
ペースの事例などを挙げながら、「失敗してもい
いから、何にでもチャレンジできる環境や居場所
づくり」「大切な存在として子どもたちを認めて
あげること」が大切と強調されていました。
　参加者アンケートでは「子育ての参考になった」
「『生まれて来てくれてありがとう』というメッ
セージを子どもに伝えたい」などの感想が寄せら
れていました。

　７月11日、勝間田保育園の５歳児クラスの園
児41人が幼年消防クラブの入団式に参加しまし
た。この行事は、子どもたちの火災時の迅速な避
難につなげようと毎年、津山圏域消防組合東消防
署の協力で実施されています。
　式では、同署の職員から「お」押さない、「は」
走らない、「し」喋らない、「も」戻らないの“お
はしも”が火災時に大事なことを教えてもらいま
した。園児らも「幼年消防クラブになって火事を
起こさないようにします」と誓いの言葉を述べま
した。
　その後、質問コーナーもあり園児らは「出動し
ていない時は
何をしていま
すか」「どう
やったら消防
士になれます
か」などと積
極的に質問を
し て い ま し
た。

水の大切さ学んだよ

子どもの居場所ってどんなところ？“おはしも”で身を守る

勝央北小児童が下水道施設で社会見学

令和７年度家庭教育講演会幼年消防クラブ入団式

▲100歳を迎えた國政さん ▲水がきれいになる過程を学ぶ児童ら

▲法被を着て入団式に参加する園児ら

100歳おめでとうございます
いつまでもお元気で

國政　髙子さん（植月中）
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募
集

お知らせのページ

役場への電話・メール
総務部（☎38−3111）
　soumu

@town.shoo.okayama.jp

産業建設部
　農業・林業・農業委員会

（☎38−3112）
　sangyou

@town.shoo.okayama.jp
　土木・都市計画

（☎38−3113）
　kensetsu

@town.shoo.okayama.jp

税務住民部
　税　　務（☎38−3114）
　zeimu

@town.shoo.okayama.jp
　国　　保（☎38−3115）
　iryou

@town.shoo.okayama.jp
　戸籍・年金（☎38−3116）
　choumin

@town.shoo.okayama.jp

健康福祉部（☎38−7102）
　福　祉
　fukushi

@town.shoo.okayama.jp
　保健・環境
　kankyouhoken

@town.shoo.okayama.jp

こども未来室（☎38−1192）

上下水道部（☎38−3117）
　上　水
　suidou

@town.shoo.okayama.jp
　下　水
　gesuidou

@town.shoo.okayama.jp

出納室（☎38−1751）
　suitou

@town.shoo.okayama.jp

教育委員会 教育振興部
　学校教育（☎38−1752）
　gakuji

@town.shoo.okayama.jp

　社会教育（☎38−1753）
　syakaikyouiku

@town.shoo.okayama.jp

議会事務局（☎38−1754）
　gikai@town.shoo.okayama.jp

勝央町メール配信
サービス（防災・
行政情報など）
※最初に空メールを送信

　８月11日㈪は休日でごみ収集をお休みするた
め、13日㈬に振替収集を行います。
　適切な分別を行い、可燃ごみの減量にご協力く
ださい。
　なお、ごみは各地区の決まった時間内にそれぞ
れの収集場所に出してください。
▶問い合わせ先
　健康福祉部　☎38−7102

ごみ分別アプリ
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年
間
を
通
じ
て
受
付

・
一
般
曹
候
補
生

　

９
月
２
日
㈫

・
航
空
学
生

　

８
月
29
日
㈮

・
防
衛
医
科
大
学
校看

護
学
科
学
生

　

10
月
３
日
㈮

・
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

　

10
月
16
日
㈭

▼
試
験
日

・
９
月
以
降

※
種
目
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

津
山
出
張
所

（
津
山
市
山
下
９
―
12
）

　

☎
22
―
５
６
３
７

ま
れ
た
人
で
、
救
急
救
命
士
の

国
家
試
験
に
合
格
し
、
厚
生
労

働
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
い
る

人
。
ま
た
は
、
令
和
７
年
度
中

に
実
施
さ
れ
る
救
急
救
命
士
国

家
試
験
の
受
験
資
格
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
人

▼
採
用
者
数

　

消
防
職
Ａ
・
Ｂ
合
わ
せ
て
若
干

名
▼
試
験
日

　

９
月
21
日
㈰
９
時
～

▼
受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈮
～
22
日
㈮
15
時
ま

で
▼
そ
の
他 

　

受
験
案
内
は
７
月
上
旬
、
消
防

本
部
、
圏
域
管
内
の
署
所
に
用

意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
験
案
内
な
ど

を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

津
山
圏
域
消
防
組
合
職
員
任
用

委
員
会（
消
防
本
部
総
務
課
内
）

　

☎
31
―
１
２
５
９

担
当
：
八
木

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://
w

w
w

.1
1
9
tsu

ya
m

a
.jp

/
※
平
日
（
９
時
～
17
時
）
に
個
別

説
明
も
行
っ
て
い
ま
す
。（
土
・

日
・
祝
日
は
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
）

ごみ収集のお知らせ

８
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動

全
国
強
調
月
間
で
す

～
今
も
昔
も
こ
れ
か
ら
も

北
方
領
土
は
日
本
の
領
土
～

※
「
令
和
６
年
度
北
方
領
土
に
関

す
る
標
語
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
」

最
優
秀
賞
（
主
催
：
独
立
行
政

法
人
北
方
領
土
問
題
対
策
協

会
）

　

択
捉
島
（
え
と
ろ
ふ
と
う
）、

国
後
島
（
く
な
し
り
と
う
）、
色

丹
島
（
し
こ
た
ん
と
う
）
及
び
歯

舞
群
島
（
は
ぼ
ま
い
ぐ
ん
と
う
）

の
北
方
四
島
は
我
が
国
固
有
の
領

土
で
す
。

　

１
８
５
５
年
「
日
魯
通
好
条

約
」
が
結
ば
れ
、
択
捉
島
以
南
を

日
本
の
領
土
と
決
め
ま
し
た
が
、

１
９
４
５
年
に
ソ
連
に
不
法
占
拠

さ
れ
、
ソ
連
が
崩
壊
し
て
ロ
シ
ア

と
な
っ
た
現
在
も
そ
の
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

北
方
四
島
の
一
日
も
早
い
返
還

の
た
め
に
は
、
私
た
ち
み
ん
な
が

こ
の
問
題
へ
の
理
解
と
関
心
を
深

め
、
世
論
を
結
集
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

北
方
領
土
の
早
期
返
還
実
現
に

向
け
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
県
民
会
議

　

（
事
務
局
）

　
　

岡
山
県
総
合
政
策
局

公
聴
広
報
課
内

　

☎
０
８
６
―２

２
６
―
７
１
５
８

岡
山
県
北
就
活
フ
ェ
ア

開　

催

食
品
衛
生
月
間
の

お
知
ら
せ

岡
山
後
楽
園
夜
間
特
別
開
園

「
夏
の
幻
想
庭
園
」

　

岡
山
県
北
で
働
き
た
い
皆
さ

ま
、
個
別
ブ
ー
ス
で
企
業
か
ら
、

直
接
、
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん

か
？

▼
日　

時

　

８
月
19
日
㈫

　

13
時
30
分
～
16
時

▼
場　

所

　

津
山
総
合
体
育
館

（
津
山
市
山
北
６
６
９
）

▼
対
象
者

・
新
規
大
学
等
卒
業
予
定
者
の
人

・
お
お
む
ね
35
歳
以
下
の
人

・
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希
望
の
人

・
大
学
３
年
生
な
ど
の
在
学
生
の

人（
業
界
研
究
が
で
き
ま
す
！
）

・
就
職
氷
河
期
世
代
の
人
（
お
お

む
ね
56
歳
ま
で
）

▼
参
加
予
定
企
業

　

津
山
・
真
庭
・
美
作
地
域
の
事

業
所
（
約
45
社
）

▼
事
前
申
込

　

不
要

　

８
月
は
、
食
品
衛
生
月
間
で

す
。
岡
山
県
で
は
、
６
月
16
日
に

食
中
毒
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て
お

り
、
最
も
食
中
毒
の
発
生
し
や
す

い
時
季
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

食
中
毒
の
予
防
の
基
本
は
手
洗

い
で
す
。
調
理
前
や
食
事
の
前
に

は
、
消
毒
効
果
の
あ
る
石
鹸
液
を

し
っ
か
り
と
泡
だ
て
、
手
首
か
ら

指
先
ま
で
を
て
い
ね
い
に
洗
い
ま

し
ょ
う
。
魚
、
肉
、
牛
乳
の
買
い

物
に
は
保
冷
バ
ッ
グ
を
使
い
、
持

ち
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
に
入

れ
て
保
管
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
中
心
部
ま
で
し
っ
か

り
と
加
熱
調
理
し
て
食
べ
る
こ
と

　

平
成
12
年
か
ら
始
ま
っ
た
夜
間

特
別
開
園
「
夏
の
幻
想
庭
園
」、

昼
間
と
は
趣
を
か
え
て
訪
れ
た

人
々
を
魅
了
す
る
、
岡
山
の
夏
の

風
物
詩
で
す
。

　

幻
想
的
な
庭
と
雄
大
な
岡
山
城

を
眺
め
な
が
ら
、
贅
沢
な
夏
の
夜

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間

　

８
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰

▼
時　

間

　

18
時
～
21
時
30
分

（
入
園
は
21
時
ま
で
）

▼
入
園
料

　

大
人
５
０
０
円

　

65
歳
以
上
２
０
０
円

　

高
校
生
以
下
は
入
園
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

後
楽
園
事
務
所

　

☎
０
８
６
―２

７
２
―
１
１
４
８

も
大
切
で
す
。

　

皆
さ
ん
食
中
毒
を
予
防
し
て
、

元
気
に
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
美
作
保
健
所
衛
生
課

　

☎
23
―
０
１
１
５

　

勝
英
食
品
衛
生
協
会

　

☎
０
８
６
８
―
73
―
４
０
５
３

▼
参
加
費

　

無
料

▼
主　

催

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
作

　

津
山
圏
域
雇
用
開
発
協
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山

求
人
企
画
部
門

　

☎
35
―
２
６
７
５

今
回
か
ら
困
っ
て
い
る
人
を
手
助
け

す
る
た
め
の
手
話
を
紹
介
し
ま
す
。

（
一
財
）
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
発
行

『
わ
た
し
た
ち
の
手
話　

学
習
辞
典
Ⅰ
』

h
ttp

s://jfd
.sh

o
p

-p
ro

.jp
/

「痛い」「大丈夫」
手
話
で
は
な
そ
う
！

５指を折り曲げ、指を上
に向けた右手を震わせ
る。

湾曲させた右手の指先を
左胸にあててから右胸に
あてる。
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　令和７年度の総合健診とレディース検診を下記のとおり実施します。完全予約制となっておりますの

でご注意ください。また、混雑を避けるため、地区で受診日を振り分けていますので、できるだけご自

身の地区の日にちを受診してください。地区の詳細は折込チラシ「勝央町集団けんしんのご案内」をご

確認ください。

　町が実施するがん検診は、下記のとおりです。職場などで検診を受ける機会がない人も、ぜひこの機

会をご利用ください。

大腸がん
自宅で検便容
器に自分の便
をとって提出

肺がん
胸のレントゲ
ンにより肺の
病気を発見す
る検査

胃がん
バリウムを飲
んでのエック
ス線撮影

肝炎ウイルス
Ｂ型肝炎、Ｃ
型肝炎を調べ
る血液検査

前立腺がん
血液検査

乳がん
乳房のレント
ゲン（マンモ
グラフィ）

子宮頸がん
医師による診
察と、細胞診

男女ともに死
亡原因３位ま
で に 入 る が
ん。早期発見
のために検診
を！

日本人のがん
による死亡原
因のトップ。
まだまだ増加
する傾向にあ
る。

日本人がかか
り や す い が
ん。早期治療
が有効だが、
現在も全体の
死亡原因の上
位に入る。

肝硬変、肝臓
がんの主な原
因となるウイ
ルスの感染を
調べる。

男性のがん。
増加傾向にあ
る。

40～50歳 代
女性の死亡原
因ナンバーワ
ン。

20歳 代 後 半
以降から増え
るがん。

◎総合けんしん（各種がん検診と生活習慣病予防のための健診）

大腸がん・胃がん・肺がん・肝炎ウイルス・前立腺がん・特定健診・後期高齢者健診

10月28日㈫～31日㈮
※がん検診と特定健診や後期高齢者健診が同時に受けられます。

◎レディース検診（乳がん・子宮頸がん検診）

11月6日㈭・10日㈪・11日㈫

自分のために　大切な人のために　受けてください　命を守る大切な検診

令和７年度の集団けんしんの申込みができます
■問　総合保健福祉センター　☎38-7102

　けんしん受診を希望される人は、今月号と一緒に配布している折込チラシ「令和７年度勝央町集団け

んしんのご案内」の申込み用紙に、必要事項をご記入のうえ、投函してください。

　現在、個別健診（検診）を実施しています。個別健診（検診）は６月～12月の間で、対象の病院で受

診することができます。対象の病院は広報紙６月号の黄色の折込チラシ「令和７年度勝央町けんしんの

ご案内」をご確認ください。

◆　申込方法　◆

news

お知らせ

※国立研究開発法人国立がん研究センター「がん情報サービス」ＨＰ抜粋

◆◇◆◇◆ 各種無料相談のお知らせ ◆◇◆◇◆
　勝央町や近隣で開催される各種無料相談です。予約が必要な場合もありますので、詳しくはお問い合
わせください。

相談の種類 内　　　　　　容
問い合わせ

予約 日　　程 時　　間 相談場所

行政相談 行政相談員による行政全般に関する相談 税務住民部
38−3116不要 8/6㈬ 10：00～12：00 役場2階会議室

消費者相談 相談員による消費生活全般に関する相談
税務住民部
38−3116要 8/19㈫ 10：00～12：00

13：00～15：00 消費者相談窓口（役場税務住民部）

こどもの人権110番 いじめや家庭内の虐待などに悩む子どもたちのための電話での相談会 専用ダイヤル
（通話料無料）
0120−007−110不要 8/27㈬～9/2㈫ ８：30～19：00

（土日は10：00～17：00） 専用ダイヤル

子どものための養育費相談 養育費でお悩みの人向けの電話での相談会 専用ダイヤル
（通話料無料）
0120−567−301不要 8/30㈯ 10：00～21：00 専用ダイヤル

調停相談
土地・家屋・農地・山林・金銭貸借・交通事故などの民事に関する諸問題、
離婚・その他家庭内のもめごと・相続・扶養などの家事に関する諸問題に
ついての相談

津山調停協会
22−9326

不要 8/31㈰ ９：30～13：00 津山市総合福祉会館（津山市山北520）

悩みごと相談 労働、福祉、債務、法律、生活などに関する各種相談 ライフサポート
センターつやま

35−2433要 月・水・金曜日
（休日を除く） 10：00～17：00 ライフサポートセンターつやま

（津山市山下92-1　津山圏域雇用労働センター内）

結婚相談
結婚支援員による相談受付
対象：結婚を希望する独身男女またはその家族
※随時相談を受け付けてますので希望の日時をお伝えください。

総務部
38−3111

要 随時 役場会議室

応援します！

学校PTA活動や生涯学習活動
■問　教育委員会　☎38-1753

　教育委員会では、小・中学校でのPTA活動や生涯学習活動へのサポートを行っています。

　PTA活動だけでなく、社会教育関係や生涯学習を目的とするグループも対象となりますので、ぜひご

活用ください。

　それぞれ詳しくは、町のホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

■スポーツ分野

・レクリエーション用物品の貸し出し（「キンボー

ル」や「スポーツ吹き矢」など）

・スポーツ活動を行う場合の助成

・ニュースポーツの実施（スポーツ推進委員の派

遣など）

■家庭教育分野

・「親育ち応援プログラム（※）」活用や指導者派遣

・家庭教育に関する学習会を実施した際の講師へ

の謝礼金補助

※幅広い年代の人を対象にした「親育ち」を応援

するために岡山県教育委員会が開発。身近なエ

ピソードや資料などをもとに参加者同士が話し

合い、主体的に学ぶ「参加型の学習プログラム」

です。

◆　サポート内容　◆

町ホームページ
（該当ページ）

news

お知らせ

☞
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　児童扶養手当とは、父または母と生計を同じくしていない児童が養育される家庭の生活の安定と自立
の促進に寄与し、児童の福祉の増進を図ることを目的として、支給される手当です。支給要件に該当す
るかどうかについてはご相談ください。
　現況届出（更新手続き）が必要な人には書類を送付しているので、下記のとおり届出をしてください。

　マイナンバーカードによる証明書のコンビニ交付の普及などに伴い、毎週日曜日に実施していた証明

発行業務を令和７年10月から下記のとおり変更します。

　勝央町では、令和５年８月から全国のコンビニエンスストアなどの店舗内にあるマルチ

コピー機（多機能端末機）から、住民票の写しと印鑑証明書が取得できるサービスを提供

しています。役場が開庁していない土日・祝日、早朝や夜間にも利用でき、お近くのコン

ビニなどで証明書を取得できますので、ぜひご利用ください。

※注意事項など、詳しくは町ホームページをご確認ください。　

実　施　日 第２・第４日曜日　８：30～12：00　※令和７年10月のみ第１・第３日曜日

証明書の種類
（変更なし）

・住民票の写し
・証明システムから自動的に発行されるものに限ります。
・押印が必要なもの、戸籍関係、広域交付、附票、身分証明書な

どは対象外です。
・印鑑登録証明書

・税務証明

そ　の　他
（変更なし）

・本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証など）をご持参ください。
・住民票及び税務証明については、ご本人または同一世帯員以外の人が来庁される

場合、委任状などが必要です。
・印鑑登録証明書の請求には印鑑登録証が必要です。（実印は不要です）

取得できる人
勝央町に住民登録があり、有効な利用者証明用電子証明が搭載されたマイナンバー
カードをお持ちの15歳以上の人。

必要なもの
・マイナンバーカード
・数字４桁の暗証番号（利用者証明用電子証明書用）
・交付手数料 

取得できる証明

・住民票の写し

ご本人及びご本人と同一世帯の人（一部または全員）の住民票の
写しが取得できます。（続柄、本籍の記載有無の選択可）
※「住民票コード」・「マイナンバー（個人番号）」は記載できま

せん。必要な場合は、役場税務住民部窓口にお越しください。

・印鑑登録証明書
・印鑑登録をしている人は、ご本人のみの印鑑登録証明書が取得

できます。

交付手数料 各１通　200円

利用時間
６：30～23：00まで（土日・祝日を含む）
※システムメンテナンス時などを除く。

そ　の　他

・住所変更や出生・婚姻届などを提出された場合、各証明書に内容が反映されるま
でに一定期間を要します。手続き後すぐに証明書が必要な場合は、税務住民部窓
口で証明書をお求めください。

・暗証番号を忘れたり、３回間違えてロックがかかったりした場合は、コンビニ交
付サービスが利用できなくなります。ロックがかかった場合は、開庁時に税務住
民部窓口に本人がマイナンバーカードを持参し、暗証番号の再設定をしていただ
く必要があります。

　８月１日㈮～29日㈮※期間厳守
　平日　９：00～12：00
　　　　13：00～16：30

　役場税務住民部　②番窓口

・すべての書類を整えてご提出ください。不備が
あると受理できません。

・面談がありますので、必ず本人がお越しください。
・完全予約制とします。前日までにお電話くださ

い。

◆　受付期間　◆

◆　場所　◆

◆　注意事項　◆

８月は児童扶養手当の現況届提出月です
令和７年10月以降

役場日曜窓口の証明発行業務について
■問　税務住民部　☎38-3115 ■問　税務住民部　☎38-3116

news

お知らせ

news

お知らせ

子どもが
１人の場合

全部支給 46,690円

一部支給 46,680円～
11,010円

子ども２人目以降
（1人につき）

全部支給 11,030円

一部支給 11,020円～
5,520円

※令和７年４月分からの額です。一部支給は所得
額に応じて決定されます。

※母（父）または養育者及び扶養義務者の前年の
所得による支給制限があります。

◆　支給額（月額）　◆

　会社の倒産や解雇、雇止めなどの非自発的な理由により失業した人は、申請により国民健康保険税の
軽減が受けられます。

　次の要件を満たす人が対象となります。
①離職時の年齢が65歳未満の人
②雇用保険受給資格者証または雇用保険受給資格

通知の「離職理由」欄に下記の番号のいずれか
が記載されている人

【特定受給資格者】（例　倒産・解雇など）
　「11」、「12」、「21」、「22」、「31」、「32」

【特定理由離職者】（例　雇い止めなど）
　「23」、「33」、「34」

離職日 軽減期間

令和６年９月30日
の場合

令和６年10月（令和６年度）～
　令和８年３月（令和７年度）

令和７年３月31日
の場合

令和７年４月（令和７年度）～
　令和９年３月（令和８年度）

※軽減期間中に会社の健康保険に加入するなど国
民健康保険の資格を喪失した場合は、軽減措置
は終了します。ただし、軽減期間中に再度離職
し、国民健康保険に加入した場合は軽減が受け
られる場合があります。

　前年の給与所得を100分の30として国民健康
保険税を算定します。
※軽減の対象になるのは前年の給与所得のみであ

り、営業・不動産・農業所得などは対象になり
ません。

　申請に必要なものをお持ちのうえ、役場税務住
民部（２番窓口）で手続きをしてください。
◆申請に必要なもの
・雇用保険受給資格者証または雇用保険受給資格

通知
・本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許

証など）

　離職日の翌日の属する月から、その月の属する
年度の翌年度末までが対象となります。

◆　対象者　◆ ◆　軽減内容　◆

◆　申請について　◆

◆　軽減期間　◆

非自発的失業者に係る国民健康保険税の軽減措置
■問　税務住民部　☎38-3115

news

お知らせ

◆　コンビニ交付サービスについて　◆

町ホームページ
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　勝央町の下水道は、合併処理浄化槽を含めてほぼ100％の人が使用できるように整備されています。

油は拭いて

燃えるゴミ！

熱いお湯を

流さない！

マンホールや

汚水ますを

開けないで！

洗剤は

適正量で！

ティッシュや

おむつを

流さない！

髪の毛を

流さない！

私たちが使った汚れた水は 下水道管を通って 下水処理場で
きれいにして
川に戻しています。

　勝央町の下水道は分流式と

いう方式で、下水管に雨水が

入るような設計になっていま

せんので、下水管へ雨水を流

すと、トイレやマンホールか

ら汚水が逆流して溢れ出るこ

とがあります。

　例えば、雨どいを下水管に

接続したり、大雨時に汚水ま

すを開けたりすることは絶対

やめてください。

　大雨時に浄化センターに流

れて来る量が増えると処理費

用の増加や水質の悪化につな

がりますので、下水の使用方

法を再認識していただき、皆

様の資産である下水道を大切

に使ってください。

▲下水道の流れ

絶対に、雨水を下水道に
入れないでください

上下水道部からのお知らせ

下水道を正しく使いましょう
■問　上下水道部　☎38-3117

news

お知らせ

news

お知らせ 帯
たい

状
じょう

疱
ほう

疹
しん

予防についてのお知らせ
■問　健康福祉部　☎38-7102

　日頃から体調管理を心がけ、免疫力が低下しないようにすることが大切です。

50歳以上の人は、ワクチン接種で予防することができます。かかりつけ医に相談

しましょう。

　予防接種は、定期接種（年度末時点で65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、

95歳、100歳、101歳以上の人が対象）と任意接種（定期接種の対象外の人）の2

種類があります。

　なお、町では、どちらの接種も次のとおり助成を実施しています。

定期接種

◇自己負担額（２種類のワクチンから選べます）

　①生ワクチン（水痘ワクチン）…3,000円×１回

　②組換えワクチン（帯状疱疹ワクチン）…7,000円（１回分）×２回

※必ず医療機関に事前に相談・予約のうえ、接種してください。

※対象者には、４月下旬に案内を行っています。

任意接種

◇自己負担額（２種類のワクチンから選べます）

　ワクチン費用から次の①か②の金額を引いた金額を医療機関の窓口で負担していただ

きます。（ワクチン費用は、医療機関ごとで異なります）

　①生ワクチン（水痘ワクチン）…4,000円×1回

　②組換えワクチン（帯状疱疹ワクチン）…11,000円（１回分）×２回

※勝田郡内・津山市内の医療機関での接種を希望される場合は、事前に健康福祉部で助

成券の申請手続きが必要です。

※上記以外の医療機関で接種される場合は、償還払いで対応しますので、接種後に領収

書（原本）、印鑑、接種を確認できる物を健康福祉部へご持参ください。

　はじめは、体の一部がピリピリと痛み、やがて痛みのある部分に発疹が出て、水
すい

疱
ほう

（水ぶくれ）がで

きます。体の左右どちらか片側に、神経に沿って帯状に生じます。症状の多くは上半身に現れますが、

顔面、特に目の周りに現れることもあります。治療は抗ウイルス薬です。多くの場合、皮膚症状が治ま

ると痛みも消えますが、神経の損傷により痛みが続くことがあります。「帯状疱疹後神経痛（PHN）」と

呼ばれ、最も頻度の高い合併症です。痛みが続く場合は、医療機関を受診しましょう。

◆　帯状疱疹とは？　◆

◆　予防法は？　◆

◆　症状と治療法　◆

　水
すい

痘
とう

（水ぼうそう）と同じウイルスで起こる皮膚の病気です。はじめてこのウイルスに感染したとき

は、水痘として発症します。多くの場合、水痘は子どもの頃に発症し、１週間程度で治りますが、水痘

が治った後も、ウイルスは体内（神経節）に潜伏しており、免疫力が低下すると、ウイルスが再び活性

化し、帯状疱疹を引き起こします。

※発症リスクを高めるもの

　加齢、ストレス、疲労、糖尿病やがんなど免疫力が低下する病気など
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読んでみんちぇ〜

岡山しょうおうチャンネル
byしょうおう志援協会

☎２０−１８１１
（ホームページアドレス　http://shoo-shien.com/）

◆勝間田神社へお礼参り◆
　先日、子どもの大学の合格のお礼に「勝間田神社」にお参りしました。勝央こころざしシェアスペー

スのDIYの企画に参加したのが2017年３月。息子は当時11歳。その後、何度か家族で勝央町を訪れ、

勝間田神社をお参り。ご存知のとおり「勝間田神社の所在地は、勝田郡勝央町勝間田。『勝』が３つ付く

神社名を入れると４つの『勝』」になる縁起のいい神社です。子どもの努力あってこそですが、娘・息子

ともに学びたい学部に入学できたのも、勝間田神社のご利益があってこそだと信じています。

（県外在住の協会員談）

◆お盆期間中勝央こころざしシェアスペースで工作イベント開催します◆
※小学３年生以下は保護者同伴でのご参加をお願いします。材料がなくなり次

第終了となりますのでご了承ください。

▶開 催 日　８月13日㈬　ハーバリウム作り

　　　　　　８月14日㈭　ゴム鉄砲（単発）

　　　　　　８月15日㈮　万華鏡

▶開催時間　10：00～12：00、13：00～15：00

▶材 料 代　１個につき500円

勝央町介護予防事業　めざせ！いきいき地域活動通信

「ぼけますから、よろしくお願いします。～おかえりお母さん～」
映画上映会のお知らせ

Vol.91

　勝央町では、９月を認知症月間と定め、認知症

とともに生きる本人及びその家族が安心して地域

で生活をおくることができる地域づくりを目指す

ために、本映画の上映会を行います。

日　時　９月７日㈰

　　　　14：00～16：00（開場13：30）

場　所　勝央文化ホール

定　員　300人程度

その他　申込不要

　　　　※詳細は折込チラシをご確認ください。

問い合わせ先

　　　　健康福祉部（地域包括支援センター）☎38−3028

申込不要

夏休み工作に
ピッタリ
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ＴＥＬ：３８−０２７０
開館時間：10：00〜18：00（※入館は17：30まで）

ホームページ：http://museum.town.shoo.lg.jp

ＴＥＬ：３８−０２５０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：https://ilisod005.apsel.jp/shoo-lib/
休 館 日：8／4・12・18・25 休 館 日：8／4・12・18・25

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

【展示室・特別展示室】

・令和７年度 勝央美術文学館特別展

　　水嶋早樹作品展 未来の記憶

−ヒロシマ・ナガサキ・戦後80年−

（開催中～９月15日㊊㊗）
　○入館料：一　般　　　　　　　500円

　　　　　　大学生・65歳以上　100円割引（要証明書提示）

　　　　　　高　校　生　以　下　無料

　　　　　　※ 障がい者手帳をお持ちの人および介助者１名

は無料（要証明書提示）

　　　　　　※20名以上の団体は２割引※割引の併用は不可

【町民ギャラリー１】入場無料

・ちるどれんずあーとプログラム作品展

（開催中～８月11日㊊㊗）

・はつ展。 （８月15日㊎～９月７日㊐）

※最終日17：00まで

はつ展。

　「水嶋早樹作品展 未来の記憶−ヒロシマ・ナガ

サキ・戦後80年−」の開催に合わせて、水嶋氏

が主宰する「柳通り美術教室（YANABI）」の卒

業生・受講生らによる作品展を開催します。

　第１回を勝山文化往来館ひしおで開催し、その

後、落合・津山・奈義でも開催を続け、約20年に

なる「はつ展。」。

今 回 は16人 が 出

品し、洋画・日本

画・ テ キ ス タ イ

ル・デザイン・イ

ラストなどさまざ

まなジャンルの作

品が並びます。若

きクリエイターた

ちの感性あふれる

作品をぜひお楽し

みください。

『だいたいしあわせ』

（阿川佐和子　著・絵／晶文社）

　どんなに足腰が痛く
たって、ムッとしたっ
て、凹んだって…毎日を
ささやかな幸せを感じら
れるものへと変えるのが
著者流。
　料理、趣味、家族、初
恋の思い出など、日々の

ささやかな出来事を、ユーモアと哀愁たっぷりに
描かれた絶品エッセイ集。
　爆笑と涙なくして読めない、読む人に元気を与
えてくれる１冊です。

一 般 書
・『事件記者、保育士になる』

　（緒方健二　著／CCCメディアハウス）
・『小さな幸せで満たす日々』

　（常盤貴子　著／主婦と生活社）
・『ほどよく孤独に生きてみる
　−93歳の心療内科医の心を自由にする言葉−』

　（藤井英子　著／サンマーク出版）

児 童 書
・『少年とクスノキ』
（東野圭吾　文・よしだるみ　絵／実業之日本社）

・『大人も知らないみのまわりの謎大全』
　（ネルノダイスキ　著／ダイヤモンド社）

・『大ピンチずかん３』
　（鈴木のりたけ　作／小学館）

◆蔵書点検のお知らせ

　下記の期間、蔵書点検のため休館します。
▶期間　９月22日㈪～10月１日㈬
　期間中は、延長・リクエスト・予約はお受けで
きませんのでご注意ください。本をご返却される
場合は、玄関横のブックポストをご利用ください。
※ブックポストに入らない大型本や、他館で直接

借りられた本のご返却は、開館日にカウンター
へお持ちください。

出典：TOOLi
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えーがん♥勝央写真館

～読者が撮る身近な写真をお届けします～

次は９月号！皆さんの「真夏の風景」「水遊び」「お祭り」
などをテーマにした写真を募集します。作品は広報紙面で
紹介します。テーマ以外でも人・モノ・風
景・ペットまで、ジャンルや撮影時期は問い
ませんので投稿をお待ちしています！

問：総務部　☎38－3111

【投稿フォーム】

夏が来ましたね。

恒例の梅干し作り。三日三晩干し
て美味しい梅干しが出来る事を
願っています。

よっちゃん（畑屋）コウノトリ

朝方、散歩をしていたら黒土の田
んぼで出会いました。

福嶋純一（勝間田）

やさいとれたよ！

勝間田高校で買った苗から野菜が
たくさんできました！

京介（勝間田）

水田に映える那岐山麓

澄み切った青空と水田に写る那岐
山麓が美しく、思わず車を停めて
撮影しました。

ランニング小僧（津山市）

こんなんが出来ましたぁ

庭の家庭菜園でこんな茄子が採れ
ました。前髪パーマの外国人の顔
に見えませんか？

みくもん（植月北）

おかやまファーマーズ・マーケット  ノースヴィレッジ

8月17日㈰ 9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場

新鮮な農産物や特産加工品など各種ありますよ。

たくさんのご出店・ご来場をお待ちしています。

連絡先：ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234

ファーマーズ朝市

開園時間　9：00〜17：00
電話番号　３８−１２３４

休 園 日　なし
ホームページ　http://www.alis-nv.com

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

　照りつける太陽に負けじと、園内の自然も元気
いっぱいに育っています。夏休み真っ只中、ノー
スヴィレッジにもたくさんの笑顔と元気な声が広
がる季節となりました。
　お盆の時期には、ご家族やご親族、大切な方々

と一緒に、自然の中でゆったりと過ごせるロッジ
もご用意しております。笑顔あふれる夏の思い出
作りに、ぜひノースヴィレッジをご活用ください。
　今月も、皆さまのお越しを心よりお待ちしてお
ります。

《旬の味をその手で！
ブルーベリー収穫体験開催中♪》

　夏の甘酸っぱい楽しみといえば…ブルーベ
リー！ノースヴィレッジでは、ただいま「ブルー
ベリーの収穫体験」を開催中です。
　太陽の光をたっぷり浴びて育ったブルーベリー
は、ぷっくりと大粒で、そのまま食べても、ヨー
グルトやスイーツに添えても絶品！
　自分の手で摘んだ新鮮なブルーベリーの美味し
さは格別です。小さなお子さまでも楽しく体験で
きるので、夏休みの思い出作りにもぴったり！
　自然の中で過ごす、ちょっと特別な時間をぜひ
ご家族でお楽しみください♪
♦１カップ（150ｇ）300円
♦量り売り　50ｇ～　100円～

《牧場職場体験》
　まだまだ蒸し暑い日が続いてい
ますね。にんにんホーススクール
では随時、牧場職場体験を募集し
ています。
　馬房掃除やエサやり、乗馬体験
もすることができます。対象は小
学生以上、平日限定なのですが、
１ 日（10：00～16：45） と 半
日（13：00～16：45）から選択可能です。料
金は１日10,000円（税込）、半日5,000円（税込）
となっています。長靴や運動靴をご持参のうえ、
汚れてもいい服装でお越しください。
　牧場で働いてみたいと考えている人、実際に働
く前に牧場の仕事を経験してみたい人はぜひご参
加ください。大変なこともありますが、動物たち
と触れ合い、牧場での仕事の楽しさを発見できる
こと間違いなしです！予約制となっていますの
で、少しでも興味のある人はぜひお電話くださ
い。お待ちしています！

【問い合わせ先】
　にんにんホーススクール　☎38−7558

今月の
イチオシ！

「本と楽しむ」をテーマに、体験を通して好奇心・探求心を育むイベント

勝央図書館フェスティバル開催！
■問　勝央図書館　☎38-0250

　当日参加が可能なイベントも多数あります。ご家族お誘い合わせのうえ、お越しください。詳しいこ

とは、町のホームページをご覧いただくか勝央図書館へお問い合わせください。

news

お知らせ

　８月11日（月・祝）

　勝央図書館

　無料

◆　日時　◆

◆　場所　◆

◆　入場料　◆

町ホームページ
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面
白
く　

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て　

飛
ぶ
う
わ
さ 

西
田　

俊
吉

噂
に
も　

賞
味
期
限
が　

あ
る
浮
世 

古
山
は
つ
子

う
わ
さ
話　

尾
び
れ
を
付
け
て　

泳
ぎ
ま
す 

横
林　

和
子

高
齢
者　

う
わ
さ
話
も　

大
声
で 

高
橋
小
夜
子

水
晶
を　

身
に
着
け
幸
を　

呼
ぶ
噂 

古
山
恵
美
子

待
っ
て
た
と　

噂
に
開
く　

地
獄
耳 

古
山　

礼
子

耳
遠
く　

下
火
に
な
っ
て　

知
る
噂 

安
藤　

幹
夫

勝

央

川

柳

社

　兼
題
「
う
わ
さ
」

勝
央
短
歌
会

例
会
詠
草
抄

回
勝
央
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

　

令
和
８
年
度
か
ら
「
文
化
協
会
」
に
加
入
さ
せ
て
も
ら
い
、
会
員

同
士
の
勉
強
会
を
毎
月
１
回
月
初
め
の
土
曜
日
の
13
時
30
分
～
15
時

ま
で
行
っ
て
い
て
、
3
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。「
手
話
」
に
興
味

が
あ
る
人
は
一
度
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
は
助
成
金
を
い
た
だ
き
５
月
18
日
㈰
に
手
話
の
イ
ベ
ン
ト

「
第
3
回
手
話
ま
つ
り
～
き
こ
え
な
い
世
界
へ
よ
う
こ
そ
～
」
を
行

い
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
約
１
３
０
人
の
方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ

り
出
演
者
の
素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
】

・「
初
心
者
向
け
の
手
話
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　

日　

時　

８
月
１
日
㈮

　
　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

　

場　

所　

勝
央
町
公
民
館

　

参
加
費　

無
料

・「
手
話
の
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
」

　

日　

時　

10
月
19
日
㈰

　
　
　
　
　

10
時
～
14
時
30
分

　

場　

所　

勝
間
田
神
社

　

参
加
費　

無
料（公

民
館
講
座
「
手
話
で
話
そ
う
」　

石
塚　

安
子
）

勝
央
町
文
化
協
会
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
紹
介

公
民
館
講
座

　
　
　
　
　
　

「
手
話
で
話
そ
う
」

ほ
ほ
え
み
天
神
づ
く
り
体
験

◆詳細・問い合わせ先
　年金加入者ダイヤル（☎0570−003−004）
　津山年金事務所（☎31−2360）
　税務住民部年金担当（☎38−3116）

■町社会福祉協議会へ

◇植月中　植月　　篤（亡父　潤一郎）

　　植月中ひまわり会にも

◇植月中　國政　博史（亡母　八重子）

　　植月中ひまわり会にも

◇植月北　鳥家真由美（亡夫　文博）

◇　平　　福島　亮一（亡母　加奈江）

　　平地区会、平寿会にも

◇畑　屋　小山由紀子（亡夫　格）

　　畑屋大成会にも

国
民
年
金

だ
よ
り

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

文 化 協 会 だ よ り

「
ス
ポ
ク
ラ
勝
央
」だ
よ
り
Vol.88

◆
日
本
百
名
山
・白

山
登
山
参
加
者
募
集

　

秋
の
白
山
は
、
山
全
体
が
鮮
や
か
な

紅
葉
に
包
ま
れ
る
絶
景
の
季
節
で
す
。

今
回
、
石
川
県
白
山
市
に
そ
び
え
る
名

峰
・
白
山
（
標
高
２
，
７
０
２
ｍ
）
へ

の
登
山
を
企
画
し
ま
し
た
。
宿
泊
は
、

予
約
が
困
難
な
こ
と
で
知
ら
れ
る
人
気

の
山
小
屋
「
白
山
雷
鳥
荘
」
を
確
保
し

て
い
ま
す
。

　

登
山
初
心
者
の
方
も
安
心
し
て
ご
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
事
前
に
那
岐
山

で
の
お
試
し
登
山
も
実
施
し
ま
す
。
自

然
の
美
し
さ
と
達
成
感
を
味
わ
い
な
が

ら
、
仲
間
と
と
も
に
秋
の
山
旅
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日　

程

　

９
月
26
日
㈮
～
28
日
㈰〈
２
泊
３
日
〉

▼
行　

程

・
９
月
26
日
㈮

午
前
６
時　

勝
央
町
発
＝
永
平
寺

（
福
井
県
永
平
寺
町
）
見
学
＝
福
井

県
立
恐
竜
博
物
館（
福
井
県
勝
山
市
）

見
学
＝
勝
山
市
内
宿
泊

・
９
月
27
日
㈯

早
朝　

勝
山
市
発
＝
別
当
出
合
（
登

山
口
）
へ
移
動
＝
観
光
新
道
コ
ー
ス

よ
り
登
山
開
始
＝
白
山
雷
鳥
荘
（
標

高
約
２
，４
５
０
ｍ
）
宿
泊

・
９
月
28
日
㈰

早
朝　

白
山
御ご

ぜ
ん
が
み
ね

前
峰
登
頂
＝
下
山

（
別
当
出
合
ま
で
）＝
勝
央
町
着（
午

後
７
時
予
定
）

▼
登
山
に
つ
い
て

・
１
日
の
歩
行
距
離
：
約
６
㎞

・
歩
行
時
間
：
登
り
約
６
時
間

　
　
　
　
　
　

下
り
約
４
時
間

▼
事
前
お
試
し
登
山

９
月
初
旬
に
那
岐
山
登
山
を
行
い
ま

す
。

▼
費　

用

　

６
万
円
程
度

▼
申　

込

　

勝
央
町
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

※
健
康
状
態
な
ど
に
よ
り
ご
参
加
を
お

断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

勝
央
町
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
38
ー
７
１
２
３

▼
メ
ー
ル

sh
o

o
_ke

n
ko

sp
o

rtsclu
b

@

la
g
o

o
n
.o

cn
.n

e
.jp

第３回手話まつりのようす

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
　
（
敬
称
略
）

◇
第
44
回
少
林
寺
拳
法
美
作
地
区
大
会

　
（
６
／
22
美
作
市
）

（
一
般　

単
独
演
武

段
外
の
部
）

　

優　

勝　

古
川　

蘭

（
団
体　

演
武
の
部
）

　

優　

勝　

勝
央
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

（
小
学
生　

組
演
武

茶
・
黒
帯
の
部
）

　

準
優
勝　

牧　
　

來
叶

　
　
　
　
　

中
村　

花
穗

　

第
３
位　

岸
本　

雪
那

　
　
　
　
　

佐
々
木
さ
く
ら

（
一
般　

組
演
武

有
段
の
部
）

　

優　

勝　

梶
原　

吉
英

　
　
　
　
　

梶
原
し
ゅ
り

（
組
演
武

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
）

　

第
３
位　

東　
　

郁
里

　
　
　
　
　

東　
　

優
里

◇
第
39
回
尚
徳
錬
武
館
大
会
な
ぎ
な
た
大
会

　
（
７
／
13
鳥
取
県
）

【
演
技
競
技
】

（
小
学
生
低
学
年
の
部
）

　

準
優
勝　

春
名　

美
里

　
　
　
　
　

大
前　

愛
椛

　

第
３
位　

井
上　

築
玖

　
　
　
　
　

平
田　
　

悠

（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

準
優
勝　

大
前　

悠
惺

　
　
　
　
　

宮
田　

彩
央

（
中
学
生
の
部
）

　

第
３
位　

宮
田　

瑚
都

　
　
　
　
　

平
田　

彩
晶

【
試
合
競
技
】

（
小
学
生
低
学
年
の
部
）

　

優　

勝　

大
前　

愛
椛

　

第
３
位　

春
名　

美
里

（
中
学
生
の
部
）

　

第
３
位　

平
田　

彩
晶

（
高
校
生
男
子
の
部
）

　

優　

勝　

平
田　
　

煌

　

準
優
勝　

山
根　

幹
大

▶免除期間
　出産予定日または出産日が属す
る月の前月から４カ月間の国民年
金保険料が免除されます。多胎妊
娠の場合は、出産予定日または出
産日が属する月の３カ月前から６
カ月間の国民年金保険料が免除さ
れます。

▶産前産後期間の取扱い
　産前産後期間として認められた期間は、保険料
を納付したものとして老齢基礎年金の受給額に反
映されます。

▶対象者
　「国民年金第１号被保険者」で出産日が平成31
年２月１日以降に出産をした人。
※出産とは、妊娠85日（４カ月）以上の出産を

いいます。（死産、流産、早産した人を含みます）
▶届出時期　

　出産予定日の６か月前からできますので、お早
めの届出をお願いします。
※出産後も届出が可能です。

▶届出先
　税務住民部国民年金担当窓口

産前産後期間の国民年金保険料が
免除となります
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あ
と
が
き

勝

楽

間
田
高
校
生
と
一
緒
に
！

み
ん
な
で
モ
ル
ッ
ク

勝
間
田
高
校

し
い
ね
！
ハ
ッ
ピ
ー
デ
イ

吉
野
保
育
園

こ

　

今
年
の
中
国
地
方
の
梅
雨
明
け
は
、

６
月
27
日
で
し
た
。
統
計
が
残
る
昭
和

26
年
以
降
で
、
初
の
６
月
中
の
梅
雨
明

け
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、

非
常
に
気
温
が
高
く
厳
し
い
暑
さ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
月
の
表
紙
に
な
っ

た
桃
を
は
じ
め
、
町
内
に
も
い
ろ
い
ろ

な
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

影
響
が
最
小
限
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
祈

る
ば
か
り
で
す
。

　

テ
レ
ビ
な
ど
で
も
「
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す

が
、
危
険
な
暑
さ
が
予
想
さ
れ
る
場
合

に
は
、
警
戒
が
必
要
で
す
。「
昼
夜
を

問
わ
ず
エ
ア
コ
ン
を
適
切
に
使
用
す

る
」「
水
分
や
塩
分
補
給
を
こ
ま
め
に

行
う
」
な
ど
、
し
っ
か
り
と
対
策
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
身
近
に
高
齢
者
や
子
ど
も
な

ど
熱
中
症
リ
ス
ク
が
高
い
人
が
い
る
場

合
は
、
積
極
的
に
声
か
け
を
行
い
、
皆

さ
ん
で
助
け
合
っ
て
暑
い
夏
を
元
気
に

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

る
の
に
な
か
な
か
苦
労
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
可
愛

ら
し
い
よ
う
す
に
本
校
の
生
徒
も
自

然
と
や
さ
し
い
言
葉
と
表
情
で
接
し

て
お
り
、
共
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
６
月
13
日
に
行
わ
れ
た
「
出
張

子
育
て
広
場
ち
ゃ
お
！
in
勝
間
田
高

校
」
に
続
け
て
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た

方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今

後
も
地
域
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、

子
ど
も
が
成
長
し
、
地
域
が
元
気
に

な
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

吉
野
保
育
園
で
は
、
毎
週
金
曜

日
を
「
ハ
ッ
ピ
ー
デ
イ
」
と
し

て
、
２
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の

子
ど
も
が
縦
割
り
で
さ
ま
ざ
ま

な
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
地

域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
も
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

活
動
の
一
つ
で
、
一
緒
に
季
節
の

歌
を
歌
っ
て
い
ま
す
。
人
前
で
歌

う
こ
と
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
子

ど
も
た
ち
も
、
地
域
の
方
か
ら
の

温
か
い
拍
手
が
自
信
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
見
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
マ
イ
ク
を

持
っ
て
歌
っ
て
み
た
い
！
と
思

い
が
膨
ら
み
、
ハ
ッ
ピ
ー
デ
イ
に

　

本
校
生
徒
は
、
学
校
内
外
の
教
育

活
動
で
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の
方
々
と

交
流
し
ま
す
が
、
就
学
前
の
子
ど
も

た
ち
と
接
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い

の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

手
作
り
マ
イ
ク
を
作
り
、
世
界
で

一
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
ク
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
翌
週
の
ハ
ッ

ピ
ー
デ
イ
に
は
、
そ
の
マ
イ
ク
を

持
っ
て
地
域
の
皆
さ
ん
に
歌
を

聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
や
っ
て
み
た
い
気
持

ち
に
い
つ
も
寄
り
添
い
、
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
感
謝
す

る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
異
年
齢
児
交

流
や
縦
割
り
保
育
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
同
士
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
吉

野
保
育
園
で
の
生
活
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
25
日
、
本
校
体
育
館
に
お

い
て
「
勝
間
田
高
校
生
と
一
緒

に
！
み
ん
な
で
モ
ル
ッ
ク
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
本
校
の
総
合
的
な

探
究
の
時
間
で
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
年
齢
や
体
力
に
関
係

な
く
誰
で
も
楽
し
め
る
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
」
に
つ
い
て

の
探
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
生
ま
れ

の
ス
ポ
ー
ツ
「
モ
ル
ッ
ク
」
を
勝

間
田
高
校
生
と
就
学
前
の
子
ど
も

た
ち
が
一
緒
に
体
験
し
ま
し
た
。

体育館でモルックを体験するようす

地域の皆さんの前で歌っているようす

待ちに待った夏休み

　長い夏休み、子どもにとっては嬉
しいですが、親にとっては、学校っ
てありがたいと痛感する40日では
ないでしょうか。ここで、考えてみ
てください。何がありがたいので
しょうか。給食が食べられてお昼の
心配がいらないから？安心して仕事
に出られるから？確かにそのとおり
です。それだけでなく、学校とい
う場は、①社会で求められる確かな
学力を身につける。②価値観の違う
人が集まった中で、個を確立する。
③人権意識の高揚を目指しスムーズ
な人間関係づくりの基礎を培う。な
ど、いろいろな役割を持っていま
す。そのような大切な人間性が形成
されている場が学校です。夏休み
は、そんな学校を離れ、家庭で過ご
す40日間です。この長期間の休み
をどうやって過ごすか悩むところで
すが、明解な答えはありません。毎
年、年齢が１歳大きくなって成長し
ながら迎える夏休み、どう過ごすか
ご家庭で考え、有意義な夏休みをお
過ごしください。

（教育委員会）

24

人口

世帯数

と

令和７年７月１日現在

人　口　10,665人
（±０）

　　　　男　5,149人
　　　　女　5,516人

世帯数　4,815世帯
（＋５）

※（　）内は前月比


